
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 横浜薬科大学 
設置者名 学校法人都築第一学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 

合

計 

薬学部 

漢方薬学科 夜 ・

通信 

13.5 133.5 147.0 19  
臨床薬学科 夜 ・

通信 

健康薬学科 夜 ・

通信 

薬科学科 夜 ・

通信 
11.5 96.0 107.5 13  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

HP 掲載、シラバスに記載(WEB シラバス) 

シラバス関連資料｜横浜薬科大学シラバス 2023 (hamayaku.ac.jp) 
 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 なし 

（困難である理由） 

 

  

https://syllabus.hamayaku.ac.jp/web/document.php


  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 横浜薬科大学 
設置者名 学校法人都築第一学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

令和 4 年度 事業報告書 (hamayaku.ac.jp) 
閲覧室での閲覧 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 学校法人事務局長 

2023.1.1 

～ 

2027.12.31 

経営・管理 

非常勤 取締役常務執行役員 

2023.1.1 

～ 

2027.12.31 

経理・広報 

（備考） 

 

  

https://www.hamayaku.ac.jp/images/material/56/files/r4_jigyouhoukokusyo.pdf


  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 横浜薬科大学 
設置者名 学校法人都築第一学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

・WEB シラバス作成過程 

① 当該年度の教育科目表を決定、教務部副部長がシラバス作成説明会を実施 

② シラバスの作成ガイドラインに基づき、提出期限を各科目担当教員に明示 

③ WEB による入稿～校了、入力状況のチェック、未入稿シラバスの指導 

④ 前年度の 3 月に WEB シラバス完成 

 

・シラバスの作成、公表時期 

① シラバスは、前年度の 11 月～3 月初旬にかけて作成 

② 公表時期は、前年度 3 月下旬 

 

授業計画書の公表方法 
大学 HPに公表 

横浜薬科大学シラバス 2023 (hamayaku.ac.jp) 
２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

・シラバスの評価方法に基づき、各科目の成績の評価は、優、良、可、不可の評語を

もって表し、不可は不合格とする。 

可以上を合格とし、その合格科目には次年度への進級が年度末において決定したと

き、卒業が決定したとき、又は、退学が決定したときに所定の単位を与える。 

 

・単位認定の方針 

 大学 HPに公表 

シラバス関連資料｜横浜薬科大学シラバス 2023 (hamayaku.ac.jp) 

https://syllabus.hamayaku.ac.jp/web/web_search.php?t_mode=pc
https://syllabus.hamayaku.ac.jp/web/document.php


  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

・客観的な指標(指標の算出方法)について 

前期・後期のすべての履修科目点数の平均点をもって、各年次とも席次を算出 
 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

大学 HPに公表 

シラバス関連資料｜横浜薬科大学シラバス 2023 
(hamayaku.ac.jp) 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

・卒業認定に係わる具体的な内容 

① 健康薬学科、漢方薬学科、臨床約学科では、6年以上在学し、学則に定める単位

数を修得した学生 

② 薬科学科においては、４年以上在学し、学則に定める単位数を修得した学生 

 

・卒業認定に関する方針の適切な実施状況 

修業年限以上在学し、所定の授業科目及び単位数を修得した者について、教授会の意

見を聴いて、学長が卒業を許可する。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

大学 HPに公表 

シラバス関連資料｜横浜薬科大学シラバス 2023 
(hamayaku.ac.jp) 
大学の 3 つの方針｜大学概要｜横浜薬科大学  薬学部 
(hamayaku.ac.jp) 

 

  

https://syllabus.hamayaku.ac.jp/web/document.php
https://syllabus.hamayaku.ac.jp/web/document.php
https://syllabus.hamayaku.ac.jp/web/document.php
https://syllabus.hamayaku.ac.jp/web/document.php
https://www.hamayaku.ac.jp/about/policies/
https://www.hamayaku.ac.jp/about/policies/


  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 横浜薬科大学 
設置者名 学校法人都築第一学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
令和 4 年度決算の概要 (hamayaku.ac.jp) 
閲覧室での閲覧 

収支計算書又は損益計

算書 
同上 

財産目録 同上 

事業報告書 
令和 4 年度 事業報告書 (hamayaku.ac.jp) 
閲覧室での閲覧 

監事による監査報告

（書） 
令和 4 年度決算の概要 (hamayaku.ac.jp) 
閲覧室での閲覧 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法： 

自己点検・評価｜情報公開｜大学概要｜横浜薬科大学 薬学部 (hamayaku.ac.jp) 
 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法： 

大学評価結果について｜情報公開｜大学概要｜横浜薬科大学  薬学部 
(hamayaku.ac.jp) 

 

  

https://www.hamayaku.ac.jp/images/material/56/files/r4_kessansyo.pdf
https://www.hamayaku.ac.jp/images/material/56/files/r4_jigyouhoukokusyo.pdf
https://www.hamayaku.ac.jp/images/material/56/files/r4_kessansyo.pdf
https://www.hamayaku.ac.jp/about/infoDisclosure/selfInspection/
https://www.hamayaku.ac.jp/about/infoDisclosure/evaluationResults/
https://www.hamayaku.ac.jp/about/infoDisclosure/evaluationResults/


  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名  

教育研究上の目的（公表方法： 

教育研究上の目的｜大学概要｜横浜薬科大学 薬学部 (hamayaku.ac.jp)   ） 

（概要）学則第１条に『建学の精神である「個性の伸展による人生練磨」を教育理念とし、

広く知識を授けるとともに、深く薬学に関する学術を研究教授し、臨床に関わる実践的能

力を持つ人間性豊かな薬剤師および薬学の専門知識と技術を備えた医薬品開発関連等の研

究者・技術者を育成することを目的とする。これにより、学術の深化と人類の福祉に貢献

することを使命とする。』と謳っています。また、三つの方針の前文にも記述しています。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

大学の 3 つの方針｜大学概要｜横浜薬科大学 薬学部 (hamayaku.ac.jp)  ） 

（概要） 

６年制：健康薬学科・漢方薬学科・臨床薬学科 

 6 年間以上在籍し、本学科の教育目標に沿って編成された授業科目を履修し、以下に記し

た能力及び姿勢に加え、所定の単位を修得した学生に対して卒業を認定し、学士（薬学）

の学位を授与します。①学共通のカリキュラムの多面的履修を通して、基礎的な学習能力

を養うとともに、人間・社会・自然に対する理解を深め、薬学専門領域を超えて問題を探

求する姿勢を身に付けていること。②学科・専攻における体系的な学習と学科を横断する

学際的な実務実習・卒業論文研究等を通し、少子 高齢化した現代の多様な課題を発見、分

析、解決する能力を身に付けていること。 ③６年間にわたる「講義」、「演習」での学び

や、卒業論文等の作成を通して、知識の活用能力、論理的思考力、課題探求力、表現能力、

弱者の気持ちを理解したコミュニケーション能力を統合する力を身に付け、自ら個性の伸

展を図れること。 ④それぞれの学科においては、①〜③とともに薬剤師の基本的な資質に

加えて、各学科独自の以下の専門性を身に付けていること。 

４年制：薬科学科 

4 年間以上在籍し、「人類の健康と福祉に貢献し先端医療を支える高度な知識と技術を備

えた研究者・技術者の育成」という、本学科の教育目標に沿って編成された授業科目を履

修し、以下に記した能力及び姿勢に加え、所定の単位を修得した学生に対して卒業を認定

し、学士（薬科学）の学位を授与します。 ①医療に関わるための広い教養を身に付け、高

い倫理観と使命感を培っていること。 ②医薬品開発などの研究に必要となる基礎的知識と

技術を身に付けていること。 ③研究者として必要となるコミュニケーション能力及びプレ

ゼンテーション能力を身に付けていること。④薬の創製や人類の健康に携わる研究者・技

術者として自立心と向上心、探究心、広く社会に貢献する 意欲を身に付けていること。 ⑤

自ら設定した研究課題に対して、最先端の医療知識や科学的知識を取り入れ、適切な手法

を選択した 上で、問題解決に導く方法を身に付けていること。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

大学の 3 つの方針｜大学概要｜横浜薬科大学 薬学部 (hamayaku.ac.jp) ） 

（概要） 

６年制：健康薬学科・漢方薬学科・臨床薬学科 

薬学教育モデル・コアカリキュラムに基づく 6 年制一貫の教育においては、低学年におけ

る導入教育、一般教養教育、早期体験学習などの基礎教育に始まり、学年進行に伴い高度

な薬学専門教育を順次性をもって履修できるよう配置されています。また、病院・薬局に

おける実務実習、卒業研究及び課題解決型講義など自ら課題を発見し問題解決を実行でき

る力、自ら自己研鑽できる力及びコミュニケーション力を育成する科目に加え、より専門

性の高い薬剤師教育を目指すため、それぞれの学科においては、以下のような特色ある教

育課程を提供しています。成績評価は、科目の特性に応じて適切かつ多様な評価 方法を設

https://www.hamayaku.ac.jp/about/purpose/
https://www.hamayaku.ac.jp/about/policies/
https://www.hamayaku.ac.jp/about/policies/


  

けています。  

４年制：薬科学科 

薬科学科の 4 年制教育においては、低学年における導入教育、一般教養教育、早期体験学

習などの基礎教育に始まり、学年進行に伴い高度な薬学専門教育を順次性を持って履修で

きるよう配置しています。 

また、研究者・技術者育成のための実習、卒業研究及び課題解決型講義など自ら課題を発

見し問題解決を実行できる力、自己研鑽できる力、及びコミュニケーション力を育成する

科目に加え、より専門性の高い人材教育を目指します。 

成績評価は、科目の特性に応じて適切かつ多様な評価方法を設けています。 

医療・薬学を取り巻く科学と技術の進歩の中で、医薬品の有効性・安全性を確保するため

の創薬研究、再生医療・遺伝子治療などの新たな医療技術の開発等、社会の要望に応じら

れる研究者・技術者を育成するための薬学専門領域に関する教育課程にしています。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

大学の 3 つの方針｜大学概要｜横浜薬科大学 薬学部 (hamayaku.ac.jp)   ） 

（概要） 

6 年制：健康薬学科・漢方薬学科・臨床薬学科 

入学試験にあたっては学力だけではなく、以下のような資質と意欲を持つ入学者を受け入

れたいと考えています。 ①本学の建学の精神である「個性の伸展による人生練磨」を理解

し、将来、薬剤師として医療に貢献する情熱を持つ人 ②人々の健康や薬の適正使用に関心

を持ち、医療や健康に関わる分野での活躍を強く望む人③薬学を修めようという強い決意

と意欲を備える人 ④それぞれの学科においては①～③に加え、健康薬学科においては運

動・食・健康を基に、人の健康の維持や増進を考え、地域の医療や疾病の予防に貢献した

いと思う人、漢方薬学科においては漢方薬の知識を修め、医療に寄与することを重視し、

実践したいと思う人、臨床薬学科においてはチーム医療で、専門的な薬物治療に関する能

力や個々の疾患の特殊性に対応したいと思う人  

4 年制：薬科学科 

建学の精神に基づく教育理念と目標を達成するために、入学試験にあたっては学力だけで

はなく、以下のような資質と意欲を持つ入学者を受け入れたいと考えています。 ①本学の

建学の精神である「個性の伸展による人生練磨」を理解し、薬学関連の研究分野で国際的

に活躍したい人 ②人類の健康を守ることを通じて社会に貢献しようとする志と、より高度

な専門知識を身につけようとする意欲のある人 ③自立心旺盛で勉学と研究意欲に溢れ、先

端医療を支える薬学研究者として、将来、我が国のみでなく、国際的に活躍しようとする

意欲のある人 ④論理的な思考を通して自ら問題点を見出し、解決し、新しい方法論の開拓

に挑戦したい人 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：情報公開｜大学概要｜横浜薬科大学 薬学部 (hamayaku.ac.jp) 

 

  

https://www.hamayaku.ac.jp/about/policies/
https://www.hamayaku.ac.jp/about/infoDisclosure/


  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1 人 － 1 人 

薬学部 － 49 人 29 人 14 人 11 人 4 人 107 人 

 － 人 人 人 人 人 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0 人 0 人 0 人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法：教員紹介｜大学概要｜横浜薬科大学  薬学部 
(hamayaku.ac.jp) 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

薬学部 

（6 年制） 340 人 人 ％ 2,040 人 2,210 人 108.3％ 人 人 

薬学部 

（4 年制） 30 人 人 ％ 120 人 127 人 105.8％ 人 人 

合計 370 人 人 ％ 2,160 人 2,337 人 108.2％ 人 人 

（備考） 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

薬学部 

（６年制） 

309 人 

（100％） 

0 人 

（  0％） 

201 人 

（65.0％） 

108 人 

（35.0％） 

薬学部 

（４年制） 

35 人 

（100％） 

11 人 

（31.4％） 

15 人 

（42.9％） 

9 人 

（25.7％） 

合計 
344 人 

（100％） 

11 人 

（ 3.2％） 

216 人 

（62.8％） 

117 人 

（34.0％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

 

https://www.hamayaku.ac.jp/about/teachers/
https://www.hamayaku.ac.jp/about/teachers/


  

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

・シラバスの作成、公表時期 

①シラバス及び年間の授業計画は、前年度の 11 月～3 月初旬にかけて作成 

③ 前年度 3 月下旬に公表 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

・シラバス記載の評価方法に基づき、各科目の成績の評価は、優、良、可、不可の評語をもっ

て表し、不可は不合格とする。 

可以上を合格とし、その合格科目には次年度への進級が年度末において決定したとき、卒業

が決定したとき、又は、退学が決定したときに所定の単位を与える。 

・卒業認定に係わる具体的な内容 

①健康薬学科、漢方薬学科、臨床約学科では、6 年以上在学し、学則に定める単位数を修得

した学生 

②薬科学科においては、４年以上在学し、学則に定める単位数を修得した学生 

・卒業認定に関する方針の適切な実施状況 

修業年限以上在学し、所定の授業科目及び単位数を修得した者について、教授会の意見を

聴いて、学長が卒業を許可する。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

薬学部（6 年制） 
漢方薬学科 189 単位 有・無 単位 

臨床薬学科 189 単位 有・無 単位 

薬学部（4 年制） 
健康薬学科 189 単位 有・無 単位 

薬科学科 124.5 単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：キャンパスマップ /施設紹介｜大学概要｜横浜薬科大学  薬学部 
(hamayaku.ac.jp) 

 

https://www.hamayaku.ac.jp/about/map/
https://www.hamayaku.ac.jp/about/map/


  

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

薬学部 

健康薬学科 

1,900,000 円 400,000 円 2,300,000 円 

（その他内訳）       

教育充実費 1 年次～6 年次合計 

300,000 円 

施設充実費 2 年次～6 年次合計 

2,000,000 円 

漢方薬学科 

臨床薬学科 

薬科学科 1,500,000 円 400,000 円 1,220,000 円 

（その他内訳） 

教育充実費 1 年次～4 年次合計 

200,000 円 

施設充実費 2 年次～4 年次合計 

1,020,000 円 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

・講師以上の教員による「指導担任制」を設けている。1 人の教員が 1～4 年次に在籍する

各学年 6 人程度の学生の担任として、修学面や生活面での学生支援を行っている。5、6 
年次学生は、研究室に所属していることから、所属研究室の（主任）教員が指導担任とな

る。 
・授業内容に関する質問には、薬学教育センターに質問ルームを設置し、専門の教員を配置

し、個別の質問に対応している。また、授業担当教員へ直接質問できる時間は、オフィス

アワーとしてシラバスに明示されており、それ以外の時間帯でも教員は可能な限り応対す

ることにしている。 
b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生の就職支援は、厚生委員会が企画・立案し、学生の配属研究室の教員が学生と相談し

て就職状況等を把握しています。厚生委員会の就職支援計画に基づき、キャリアセンター

は、学生主体の就職活動が円滑に進行するように学生および教員を支援しています。キャリ

アセンターでは、以下のサポートを行っています。 

・合同企業説明会、就職セミナーなどの各種イベントを開催 

・各企業等のイベント関連情報提供（会社説明会、インターンシップ） 

・個別の進路相談 

進路・就職｜横浜薬科大学 薬学部 (hamayaku.ac.jp) 
c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

・委嘱校医、公認心理士常勤の学生相談室、看護師常勤の医務室の設置 

・カウンセリング・学生相談リーフレットの作成、大学 HP・学内掲示板への掲示 

・ハラスメント防止リーフレットの作成、学生配布 

・学生等に向けた自殺予防に係る文部科学大臣メッセージ（学外の相談窓口紹介）の学生配布 

学生生活｜横浜薬科大学 薬学部 (hamayaku.ac.jp) 
 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：情報公開｜大学概要｜横浜薬科大学 薬学部 (hamayaku.ac.jp) 
 

 

https://www.hamayaku.ac.jp/career/
https://www.hamayaku.ac.jp/studentlife/
https://www.hamayaku.ac.jp/about/infoDisclosure/


（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

学校コード F114310104712

（備考）

内
訳

64人

31人

家計急変による
支援対象者（年間）

－

227人

第Ⅱ区分

第Ⅲ区分

合計（年間）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したこ
とにより認定の取消しを受けた者の数

年間 0人

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が1人以上10人以下の場合に
は、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載するこ
と。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学の支
援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３号
に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認
定の取消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

年間

225人

後半期

204人

132人

50人

22人

学校名

設置者名

横浜薬科大学

学校法人都築第一学園

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

222人

127人第Ⅰ区分



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（備考）

（備考）

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

右以外の大学等

後半期前半期年間

修業年限で卒業又は修了
できないことが確定

修得単位数が標準単位
数の５割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の５割以

下）

出席率が５割以下その他
学修意欲が著しく低い状

況

20人

0人

「警告」の区分に連続し
て該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の
処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計

0人

20人

0人

退学 0人

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績
が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、
遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含

む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修
業年限が２年以下のものに限る。）

0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（備考）

（備考）

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学
生認定の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の
効力の停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

修得単位数が標準単位
数の６割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の６割以

下）

0人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 0人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

年間 前半期 後半期

計 0人

出席率が８割以下その他
学修意欲が低い状況

0人
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